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学
校
長
　
廣
瀬
　
法
民

着
任
の
ご
挨
拶

　〜
継
続
は
力
な
り
〜

号　外（4）

学年部

１年学年会

２年学年会

３年学年会

教科登録説明会・進路学習会の主催　他

進路および高校生活についての講演会・親のための進学講演会の主催・西カフェ　他

進路講演会・卒業祝賀会　他

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
各
ホ
ー
ム
か
ら
二
名
程
度
の
ホ
ー
ム

委
員
を
選
出
（
立
候
補
・
推
薦
）
し
、
各
事
業
部
（
学
年

部
・
専
門
部
）
に
所
属
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

ご 案 内ご 案 内

PTA総会開催
５月８日（土）
PTA総会・学年会・PTA役員会

皆さんのご参加を　　　　
　　お待ちしております！

各事業部（専門部）

広 報 部 会報の発行・広報活動・西高だよりの発行  他

研 修 部 研修旅行（高Ｐ連中四国大会）・高Ｐ連研修会・講演会・
卒業講座の主催  他

生 活 部 交通安全指導・高Ｐ連育成員制活動・
生徒会ユニセフ支援活動のサポート  他

国 際 部 国際理解教育の推進・生徒･学校の国際交流事業の推進・
留学生の受入支援  他

４月６日（火）                始業式・着任式

４月８日（木）                対面式
　　　　　　第１回課題テスト

４月９日（金）                身体測定

4月14日（水）　　　　　　スポーツテスト

５月６日（木）・７日（金）　ホームマッチ

５月８日（土）                PTA総会

５月10日（月）                  PTA総会代休

５月21日（金）　　　　　　前期中間試験発表

５月22日（土）～24日（月）    県体育大会

５月31日（月）～６月４日（金）    前期中間試験

７月８日（木）              国際シンポジウム

７月17日（土）・18日（日）　保護者面談

7月21日（水）～　　　　　 夏季休業スタート

７月21日（水）、７月26日（月）～30日（金）、
８月17日（火）～20日（金）

８月２日（月）・３日（火）　　 夏期補習（高３のみ）

行事予定（案） S
C
・
S
S
W
の
紹
介

S
C
・
S
S
W
の
紹
介

　
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
、
高
知
北
高
校
か

ら
転
勤
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
校
長
の
廣
瀬
と

申
し
ま
す
。
伝
統
あ
る
高
知
西
高
校
の
２
・
３

年
生
が
、
高
知
国
際
高
校
の
新
入
生
と
、
と
も

に
歩
み
始
め
る
記
念
す
べ
き
年
の
校
長
と
し
て

着
任
し
た
こ
と
に
重
責
を
感
じ
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
本
校
が
培
っ
て
き
た
教
育
文
化
を
継
承
し
、

お
子
様
の
進
路
実
現
に
向
か
っ
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
人
事
異
動
で
は
、
転
入
は
、
私
を

は
じ
め
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
そ
し
て
臨
時
教
員

数
名
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

転
出
は
、
高
知
国
際
高
校
や
他
の
学
校
へ
多
く

の
先
生
が
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
高
知
国
際
中

学
校
・
高
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

先
生
が
本
校
と
の
兼
務
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
様
々
な
場
面
で
関
わ
り
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
伝
統
と
新
た

な
取
り
組
み
が
一
つ
に
な
り
、
本
校
が
一
層
発

展
し
て
い
く
よ
う
、
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
校
は
、
校
訓

「H
A
R
D
 
S
P
IR
IT

　
貫
徹
精
神
」
の
も
と
、

「W
ork H

ard  Train H
ard  P

lay H
ard

わ
が
友
よ
　
わ
れ
ら
学
ば
ん
　
わ
れ
ら
鍛
え
ん

わ
れ
ら
睦
ま
ん
」
を
教
訓
と
し
て
、
歴
史
を
刻

み
続
け
て
い
ま
す
。
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
質
の
高
い
教
育
を
目
指
し
、

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
な
ど
、
先
進
性
、
先
見
性
の
あ
る

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
お
子

様
の
確
か
な
学
力
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
習
得
、
そ
し
て
、
世
界
に
通
用
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。
県
中
部
の
拠
点
校
で
あ
り
、
地
元
は
も

と
よ
り
、
全
国
に
も
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
春
の
卒
業
生
も
、
多
く

が
進
学
を
中
心
に
夢
を
叶
え
、
国
公
立
大
学
合

格
者
数
が
初
め
て
1
0
0
名
を
突
破
し
ま
し
た
。

希
望
の
進
路
を
実
現
さ
せ
る
に
は
た
く
さ
ん
の

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
多
く
の
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
イ
チ
ロ
ー
選

手
は
、
「
小
さ
い
こ
と
を
重
ね
る
こ
と
が
、
と

ん
で
も
な
い
所
に
行
く
た
だ
一
つ
の
道
」
と
い

う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、

高
校
生
活
の
３
年
間
ず
っ
と
毎
日
10
分
間
、
寝

る
前
に
必
ず
素
振
り
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の

10
分
の
素
振
り
を
１
年
3
6
5
日
、
３
年
間
続

け
た
こ
と
。
彼
は
、「
こ
れ
が
誰
よ
り
も
や
っ

た
練
習
！
」
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
よ

う
に
、
一
つ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
、
徹
底

し
て
や
り
き
る
こ
と
で
、
他
の
様
々
な
事
柄

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
「
継
続

は
力
な
り
」
で
す
。
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
、

た
ゆ
ま
ず
、
く
じ
け
ず
、
続
け
て
い
く
こ
と

が
い
か
に
大
切
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と

が
、
自
分
の
技
量
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
に
繋

が
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で

も
、
徹
底
し
て
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

将
来
必
ず
、
大
き
な
成
果
と
し
て
自
分
に
返
っ

て
き
ま
す
。
英
単
語
を
毎
日
10
語
覚
え
れ
ば
、

１
年
間
で
3
6
5
0
語
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
語
彙
が
増
え
れ
ば
、
英
語
の
理
解
が
進

み
、
表
現
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
こ
の
「
継
続
は
力
な
り
」
を
し
っ
か
り

と
実
践
し
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
、
諦
め
ず
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
高
知
西
高
校
に
は
、
高
知
の
こ
と
、

日
本
の
こ
と
、
世
界
の
こ
と
に
目
を
向
け
、
考

え
行
動
し
、
貢
献
す
る
自
分
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
こ
の
環
境
を
活
用
し
て
、

日
々
の
学
習
活
動
は
も
と
よ
り
、
部
活
動
や
生

徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
様
々

な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
自
ら
を
磨
き
輝

か
せ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

教
育
は
学
校
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

家
庭
と
学
校
と
の
一
致
協
力
が
あ
っ
て
、
は
じ

め
て
達
成
で
き
る
も
の
で
す
。
保
護
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校
の
様
々
な
教
育
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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の
た
び
の
人
事
異
動
で
、
高
知
北
高
校
か

ら
転
勤
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
校
長
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瀬
と
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。
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３
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の
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し
て

着
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承
し
、
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子
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の
進
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実
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全
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で
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組
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で
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思
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ま
す
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事
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入
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頭
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、
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時
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数
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の
み
と
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て
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ま
す
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れ
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、

転
出
は
、
高
知
国
際
高
校
や
他
の
学
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す
。

　
現
在
、
高
知
西
高
校
に
は
、
高
知
の
こ
と
、

日
本
の
こ
と
、
世
界
の
こ
と
に
目
を
向
け
、
考

え
行
動
し
、
貢
献
す
る
自
分
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
こ
の
環
境
を
活
用
し
て
、

日
々
の
学
習
活
動
は
も
と
よ
り
、
部
活
動
や
生

徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
様
々

な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
自
ら
を
磨
き
輝

か
せ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

教
育
は
学
校
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
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、

家
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と
学
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と
の
一
致
協
力
が
あ
っ
て
、
は
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め
て
達
成
で
き
る
も
の
で
す
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護
者
の
皆
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に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
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な
教
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に
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ま
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て
、
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理
解
と
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願
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し
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す
。

夏期補習（全）

本年度も２人の先生方が生徒サポート室に来て
くださいます。（日時未定）

スクールカウンセラー（SC）

スクールソーシャルワーカー（SSW）

高知西・高知国際高等学校　生徒サポート室
TEL 088－844－1221（代）
（事前の電話予約もできます）

岸本寿美（きしもとすみ）先生
①生徒へのカウンセリング・援助
②保護者の子どもへの接し方について
　助言・援助

講師名

内　容

刈谷　稔（かりやみのる）先生
①生徒や保護者との面談、家庭訪問
②福祉的な観点から支援策の立案、
　関係機関との連携

講師名

内　容

 連絡先




